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皆川　雅樹(みながわ　まさき)　専修大学附属高等学校教諭
専修大学大学院文学研究科博士後期課程修了･博士(歴史学)
【著書･論文】 ｢平安期の｢唐物｣研究と｢乗アジア｣｣ (『歴史評論』 680､ 2006年)､ ｢孔雀の贈答
一日本古代対外関係史研究の-酌一｣ (『専修史学』 41 2006年)､ ｢鶴鵡の贈答-日
本古代対外関係史研究の-酌-｣ (矢野建一･李浩編『長安都市文化と朝鮮･日本』
汲古書院　2007年)､ ｢｢国風文化｣再考･覚書｣ (『紀要(専修大学附属高等学校)』
29　2008年)､ ｢｢琴｣の贈答一仁明天皇の算賀を手がかりとして-｣ (『アジア遊学』
126　2009年)
河内　春人(こうち　はるひと)　明治大学･立教大学兼任講師
明治大学大学院文学研究科博士課程退学
【著書･論文】 ｢潮海と契丹･葵｣ (佐藤信編『日本と潮海の古代史』 LL刷出版社　2003年)､ ｢『新
唐書』 H本伝の成立｣ (『東洋学報』 86-2　2004年)､ ｢遣隔･遣唐使の名のり｣ (吉
村武彦編『律令制国家と古代社会』塙書房　2005年)､ ｢乗アジアにおける文書外交
の成立｣ (『歴史評論』 680　2006年)､ ｢『王年代紀』をめぐる覚書｣ (『歴史学研究』
826　2007年)
原　豊二(はら　とよじ)　米子工業高等専門学校准教授
専修大学大学院文学研究科博士後期課程単位取得満期退学･博士(文学)
【著書･論文】 『源氏物語と王朝文化誌史』 (勉誠出版2006年)､ 『日本琴学(音楽CD)』 (ミュー
ジックスケイブ2007年)､ 『日本文学における琴学史の基礎的研究≪資料編≫ 』
(エッグ　2008年)､ 『日本文学における琴学史の基礎的研究《論考編≫ 』 (勝美印刷
2009年)
｢遣唐使と七絃琴一歴史と文学の間から｣ (『アジア遊学』 126　2009年)
山崎覚士(やまざきさとし)　儒教大学文学部人文学科准教授
大阪市立大学大学院文学研究科後期博士課程単位取得退学･博士(文学)
【著書･論文】 ｢九世紀における東アジア海域と海商一徐公直と徐公祐一｣ (『人文研究』 58巻　2007
年)､ ｢従蘇拭政治課題与其対策来着北宋杭州｣ (『中日学者論中国城市古代社会』三
秦出版社　2007年)､ ｢貿易と都市一末代市舶司と明州-｣ (『東方学』 116韓､ 2008
年)､ ｢天聖令中の田令と均田制の聞｣ (『唐代史研究』 11号　2008年)､ ｢五代の｢中
国｣と平王｣ (末代史研究会研究報告第九集『『末代中国』の相対化』汲古書院
2009年)
渡連　誠(わたなべ　まこと)　広島大学特別研究員
広島大学大学院文学研究科博士課程後期修了･博士(文学)
【著書･論文】 ｢平安中期､公貿易下の取引形態と唐物使｣ (『史学研究』第237号　2002年)､ ｢承
和･貞観期の貿易政策と大宰府｣ (『ヒストリア』第184号　2003年)､ ｢平安期の貿
易決済をめぐる陸奥と太宰府｣ (『九州史学』第140号　2005年)､ ｢平安貴族の対外
意識と異国牒状問題｣ (『歴史学研究』第823号　2007年)､ ｢年紀制と中国海商一平
安時代貿易管理制度再考-｣ (『歴史学研究』第856号　2009年)
韓　昇(HanSheng)復旦大学歴史系･文史研究院･日本研究センター教授
アモイ大学大学院修了･博士
【著書･論文】 『日本古代的大陸移民者』 (台湾文津出版社1995年)､ 『隔文帝伝』 (人民出版社､
1998年)､ 『正倉院』 (上海人民出版社　2007年)､ 『海東集一古代東アジア史実考』
(上海人民出版社､ 2009年)､ 『束アジア世界形成史論』 (復旦大学出版社　2009年)
『均田制の研究』 (堀敏一著､福建人民出版社1984年)､ 『九品官人法の研究』 (宮
崎市定著､中華書局　2008年)
｢白村江会戦前夜における唐と新羅､日本との関係｣ (『東アジアと日本-交流と
変容』第2号　九州大学21世紀COEプログラム(人文科学) 2005年)､ ｢五行と中
日古代官服の色に関して｣ (早稲田大学古代文学比較文学研究所編『アジア遊学　日
本中国交流の諸相』別冊No.3号　2006年)
河上麻由子(かわかみ　まゆこ)　日本学術振興会特別研究員
九州大学大学院博士課程単位取得退学
【著書･論文】 ｢儒教与朝的系-以南北朝期中心｣ (上海社会科学院《伝統中国研究集刊≫編輯委員
会編『伝統中国研究集刊』 1号　2006年)､ ｢道幅傍と仏教｣ (『日本歴史』 717号
2008年)､ ｢中国南朝の対外関係において仏教が果たした役割について一南海諸国が
奉った上表文の検討を中心に-｣ (『史学雑誌』 117編12号　2008年)
鹿瀬　憲雄(ひろせのりお)　日本学術振興会特別研究員
名古屋大学大学院文学研究科修士課程･同博士課程修了
【著書･論文】 ｢書儀と外交文書一古代東アジアの外交関係解明のために-｣ (『続日本紀研究』 360
2006)､ ｢日本の対新羅･潮海名分関係の検討- 『書儀』の礼式を参照して-｣
(『史学雑誌』 116-3　2007)､ ｢古代東アジア地域対外関係の研究動向- 『冊封体
制』論･ 『東アジア世界』論と『東夷の小帝国』論を中心に-｣ (『歴史の理論と教
育』 129･130　2008)
小田　愛(おだ　めぐみ)　専修大学大学院文学研究科修士課程在学
